交野市　条例適用申請に対する処分個票
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担当部署:　水道局 総務課　
	処分の概要
	水道料金等の減免

	例規名
根拠条項
	交野市水道事業給水条例　第34条

	例規番号
	昭和43年条例第3号

	【根拠条文】
　　水道事業の管理者は、使用者等の善良なる注意をしても防ぐことのできなかった給水装置からの漏水として、給水装置の腐食等による漏水については、下表に基づき使用水量を減量し、水道料金を減額(6ヶ月を限度)する。市が施工した工事に起因して給水装置が損傷したとき、市のメーター取付け又は取替えの不備によるとき、使用者が漏水の疑いをもち、交野市指定給水装置工事事業者に修繕を申し込んだが、漏水箇所不明のため修繕が遅延したときについては、水道料金の全額を免除(6ヶ月を限度)する。
　　ただし、使用者が、漏水の事実を承知しながら修繕その他必要な処置をしなかった場合、工事竣工後に管理者の竣工検査を受けた箇所以外の箇所、及び無届で施工した給水装置からの漏水の場合、湯沸器・給湯器、水洗便所などの器具からの漏水の場合などは、減免を行わない。また、減免を受けようとするものは、漏水修理完了後1年以内に、交野市指定給水装置工事事業者発行の減免申請兼修繕証明書を提出しなければならない。
	区　　　　部
	認　定　基　準

	使用水量が平均使用水量の2倍以内の分
	平均使用水量　＋
(漏水量の3分の2)で認定

	使用水量が平均使用水量の2倍を超え3倍以内の分
	平均使用水量　＋
(漏水量の2分の1)で認定

	使用水量が平均使用水量の3倍を超え6倍以内の分
	平均使用水量　＋
(漏水量の3分の1)で認定

	使用水量が平均使用水量の6倍を超え10倍以内の分
	平均使用水量　＋
(漏水量の4分の1)で認定

	使用水量が平均使用水量の10倍以上の分
	平均使用水量　＋
(漏水量の5分の1)で認定


　「使用水量」とは、「前回計量指針」から「今回計量指針」を差し引いた水量をいう。
　「平均使用水量」とは、過去1年間の使用水量をいう。

【基準】



	標準処理期間
	44日

	備考
	

	


	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	平成29年10月16日
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